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１ 東川町立東川小学校 外６校(園) ２９～３２ 

 

平成３０年度研究開発実施報告書（要約） 

 

１ 研究開発課題 

文化や価値観などの異なる人々とよりよい人間関係を構築できる資質・能力を育成するための、

初等中等教育段階におけるグローバル化に対応した教育環境づくりを柱とした教育課程の研究開発 

 

２ 研究開発の概要 

自国や地域の文化や伝統への理解を深めるとともに、異なる習慣や文化をもった人々と共に生きて

いくために（多文化共生）、「人間尊重の精神を基調とする国際感覚」を養い、「国際社会に通用するコ

ミュニケーション能力」の向上を図る教科として、『グローブ(Globe)』を創設し、国際教育における

初等中等教育の一体的な教育課程の在り方を探る。 

具体的には、次の３点の研究を行う。 

① 新教科『グローブ(Globe)』の創設と指導内容、指導方法及び評価方法の在り方 

② 幼、小、中、高における国際教育や英語教育（コミュニケーション能力）の接続の在り方 

③ 外国語に慣れ親しみ、異文化理解を深めるための地域人材（１２か国のＪＥＴスタッフ、１０ 

か国の日本語学校留学生）の有効的な活用の在り方 

 

３ 研究の目的と仮説等 

（１） 研究の目的 

ふるさと東川を愛する心情を高め、人間尊重の精神を基調とする国際性を養い、国際社会に

適用するコミュニケーション能力を育成するため、新教科『グローブ(Globe)』を創設し、指

導内容、指導方法、評価方法の在り方を探る。 

 

（２） 研究仮説 

国際教育を中核とした新教科『グローブ(Globe)』を創設し、指導内容、指導方法及び評価

方法を体系的に構築することにより、自国や地域の歴史や文化、伝統に対する理解を深めると

ともに、異文化を理解し、異なる文化や習慣をもつ人々とともに生きていく（多文化共生）た

めの資質・能力を育むことができる。 

 

（３） 教育課程の特例 

① 創設教科『グローブ(Globe)』 授業時数 

小学校第１・２学年  年間  ３５時間、 小学校第３・４学年 年間  ７０時間 

小学校第５・６学年  年間１０５時間、 中学校第１～３学年 年間１６０時間 

高等学校第１・２学年 年間１５０時間、 高等学校第３学年   年間１００時間 

② 既存教科等の授業時数変更に伴う対応案 

小学校第１・２学年   生活科から１５時間、学校裁量の時間から２０時間 

小学校第３・４学年   総合的な学習の時間から３５時間、外国語活動から３５時間 

小学校第５・６学年   総合的な学習の時間から３５時間、外国語から７０時間 

中学校第１～３学年   総合的な学習の時間から２０時間、外国語から１４０時間 

高等学校第１・２学年 特別活動から１０時間、外国語から１４０時間 

高等学校第３学年     特別活動から７時間、外国語から９３時間 
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４ 研究内容 

（１） 教育課程の内容 

① 『グローブ(Globe)』カリキュラムについて 

次の３要素で、グローバル化に対応する資質・能力を育むことを目的に、幼稚園・小学校･中

学校・高等学校におけるカリキュラムを編成した。 

「 ロ ー カ ル 」 要 素：自国や地域の文化や伝統に根ざした自己の確立を図る。 

（自己理解、郷土理解） 

「 グ ロ ー バ ル 」 要 素：多様な文化を受容し、共生することのできる態度を育成する。 

  （異文化理解、多文化共生） 

「コミュニケーション」要素：文化の異なる人々との英語をツールとしたグローバル社会で求め

られる円滑なコミュニケーション能力を育成する。             

（コミュニケーション） 

【幼稚園】 

・年中児には、日本の伝統行事や外国の行事に関わる活動においてＡＬＴと園児が、英語のゲ

ームや歌に取り組むことなどを通して、交流を図ることにより、違う国の人や英語に親しむ

ことができるようにする。 

・年長児には、ＡＬＴによる指導の下、簡単な英単語を使い、歌・踊り・ゲームなどの活動を

通して友達と楽しみながら交流するとともに、英語に親しむことができるようにする。 

・小学校との円滑な接続に向けて、「幼・小連携事業」においては、『グローブ(Globe)』を実施

する。 

【小学校】 

・「ローカル」要素（以下、【Ｌ】とする。） 

集団活動に進んで参加するなど、自分の役割を自覚し、責任を果たそうとするとともに、自分

の住んでいる地域や国の伝統や歴史、郷土を愛する心をもっている。 

・「グローバル」要素（以下、【Ｇ】とする。） 

どの国・民族の文化でも尊重し、誰とでも公平に接するとともに、人との関わりを大切にし

て、寛容的及び協力的な態度で生活しようとする。 

・「コミュニケーション」要素（以下、【Ｃ】とする。） 

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら主体的に外国語を用いて

コミュニケーションを図ろうとする。 

【中学校】 

・【Ｌ】自信をもつとともに、自己を見つめ個性を伸ばそうとする態度を身に付け、自分.と社

会との関わりを理解し、よりよい社会を創ろうとする心をもっている。 

・【Ｇ】異なる文化をもつ人々が共生する社会を受容するとともに、日頃から考えや習慣の異な

.る人に対して、寛容的及び協力的な態度で生活しようとする。 

・【Ｃ】外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手に配慮しながら、

.主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ることができる。 

・「コミュニケーション」要素において、東川町の児童生徒の目指す姿である「国際社会に活躍

する人材の育成」のために、自分の住む地域である東川町や日本文化を理解するとともに、

他国の文化や自分と異なる人々と共に生きていくために必要なコミュニケーションツール

である外国語（英語）を確実に定着させる必要がある。 

自国や地域の歴史や文化、伝統に対する理解を深めるとともに、異文化を理解し、異なる文

化や習慣をもつ人々とともに生きていく（多文化共生）ための資質・能力を育むことができ

る。 
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【高等学校】 

・【Ｌ】社会における自分の担う役割や責任、自分のもつ可能性を自覚し、自己肯定感を高め、 

      向かう積極性をもっている。 

・【Ｇ】多文化共生社会を受容し、自らその形成者として共に生き、共に課題に取り組もうとす

.る参画と貢献しようとする。 

・【Ｃ】言語や文化に対する関心をもち、他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配

慮しながら、外国語でコミュニケーションを図ることができる。 

・小学校との連携を図り、小学生に英語の書き方を教えたり、正しい発音を伝えたりすること

で、教える立場になり相手のことを考えた言動を身に付けることができる。 

 

② 幼・小・中・高の連携について 

・幼から小への接続 

  幼稚園で学習してきた「色（colors）」や「果物（fruits）」、「体の部分（body）」などを小

学校で活用することで英語を「知っている」や活動を「楽しい」と感じることができるなど、

小学校との円滑な接続ができるようカリキュラム編成を行っており、小学校のGlobeへの学習

意欲につながっている。この他に、幼小中連携事業の年長児と小学校第１学年との交流では、

Globeを位置付け実施した。幼児は、幼稚園から行っている「あいさつ」と「色（color）」を

英語で話す活動を通して楽しみながら取り組むことができた。 

・小学校から中学校への接続 

小学校４校から全員が東川中学校へ入学することを踏まえ、各小学校でクラスルームイン

グリッシュの統一した指導の充実を図ることにより、中学校への円滑な接続を図っている。 

昨年度、第６学年を対象にクラスルームイングリッシュの統一した指導に取り組んだこと

により、現在の中学校第１学年では英語に対する反応もよくスムーズに挨拶などを交わすこ

とができるなど、効果が見られた。 

  

③ 地域人材の活用について 

・ＪＥＴプログラムスタッフ等 

本町には、６名のＡＬＴ（Assistant Language Teacher 外国語指導助手）によるGlobeの授

業、２名のＳＥＡ（Sports Exchange Advisor スポーツ国際交流員）による体育の授業や少

年団活動及び部活動（野球、バレーボール）、８名のＣＩＲ（Coordinator for International 

Relations 国際交流員）によるイベント参加や国際交流活動を行うＪＥＴプログラムスタッ

フが在住している。 

ＡＬＴは各校に常駐しており、Globeの授業の他、休み時間や給食時間などでも子どもたち

と接する機会があり、自然と外国語や外国の文化を身近に感じることができる。 

 Globe では、学習課題から課題解決を図り、単元の終末では、様々な国の人々に学んだ英語

を使って学習したことを伝える場面を設定することにより、英語で伝えようという必然性が生

まれるようにしている。児童は、既習事項の英単語やジェスチャーを使い、相手に伝えること

を目的として、意欲的に活動するとともに、伝わった瞬間は互いにうれしそうな表情を見せる

など、達成感を得ることができた。 

・日本語学校留学生 

 東川町には、全国で初めての町立の日本語学校があり、日本語を学びにアジア圏を中心に

本町へ学びに来ている。 

 簡単な英語でのやりとりや日本語会話による交流で互いの文化や言語を交流するなどの活

動が展開できる。子どもたちにとって、学習した英語を使って伝わるように、日本語学校の
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留学生にとっては学習した日本語を使って伝わるように努力することと互いの文化を伝え理

解し合うことにもつながる。 

 

（２） 研究の経過 

第
１
年
次 

『グローブ(Globe)』推進のための組織づくりとカリキュラム作成 

〇 研究開発学校指定の４年間を見通した研究の骨子の作成 

・研究組織（グローブ推進チーム、運営指導委員会）の設置 

・各学校、関係機関における研究の方向性（創設の目的、仮説等）の共通理解及び連携

の明確化 

・研究計画（内容、方法、評価）の作成 

〇 新教科『グローブ(Globe)』のカリキュラム編成 

 ・各学校種間における接続を意識したカリキュラムの作成 

 ・『グローブ(Globe)』における３要素構成の内容検討 

「ローカル」要素： 

自国や地域の文化や伝統に根差した自己の確立 

「グローバル」要素： 

多様な異文化を受容し、共生することのできる態度の育成 

「コミュニケーション」要素： 

文化の異なる人々との英語をツールとしたコミュニケーション能力の育成 

 ・コミュニケーション要素（外国語活動、英語科）の系統的（幼・小・中・高）な指導方

法の検討 

・外国人の効果的な活用場面等の検討 

〇 評価方法の検討 

 ・児童生徒、学校、学校関係機関、保護者地域住民等による評価の在り方の検討 

 ・英語能力調査（中学校・高等学校：英検IBA）の実施 

・評価の観点、評価方法の検討 

・グローブ推進チームと運営指導委員会による評価や指導をもとにした第１年次の成果

と課題のまとめ及び第２年次以降の計画の修正 

第
２
年
次 

新教育課程の先行実施及び『グローブ(Globe)』カリキュラムの完成 

〇 『グローブ(Globe)』カリキュラムの実施 

 ・カリキュラムに基づく実践と課題の明確化、改善 

 ・CAN-DOリストの見直し 

 ・複式校におけるカリキュラムの研究（～４年次まで） 

 ・評価の観点、評価規準の見直し 

 ・コミュニケーション要素における系統的な指導の実施 

・指導資料、教材の検証と改善、改訂 

・東川町在住の外国人（ＡＬＴ、ＣＩＲ、ＳＥＡ等）の積極的活用 

〇 実践研究発表会開催に向けての準備 

 ・第３年次・第４年次における研究会開催の計画、準備 

〇 評価の実施 

 ・英語能力調査（小学校：GTEC Junior、中学校・高等学校：英検IBA）、自己評価、外部

評価、英検IBA等スコア比較、質問紙調査による評価 

 ・第２年次の成果と課題のまとめ及び第３年次以降の計画の修正 

○ 保護者、地域への啓発・周知 



7 

 

第
３
年
次 

『グローブ(Globe)』カリキュラムの実施・評価・改善 

〇 カリキュラムの実施・評価・改善 

 ・３要素における、幼小及び中高の円滑な接続の在り方の研究 

 ・コミュニケーション要素における「読むこと」、「書くこと」の学習内容の小中連携に

よる系統的な指導の実施及び５つの領域の言語活動での評価 

 ・中学校における実践的な言語活動を位置付けたカリキュラムの改善及び独自教材の開

発 

〇 実践研究発表会（プレ研）の開催 

 ・小学校、中学校、高等学校における授業公開 

 ・幼稚園における外国語活動の公開 

〇 評価の実施 

 ・英語能力調査（小学校：GTEC Junior、中学校・高等学校：英検IBA）、自己評価、外部

評価、英検IBA等スコア比較、質問紙調査による評価 

 ・第３年次の成果と課題のまとめ及び第４年次の計画作成 

〇 指導資料の作成 

第
４
年
次 

新教育課程の完全実施及び『グローブ(Globe)』研究の成果と課題 

〇 カリキュラムの実施・評価・改善 

 ・３要素における、幼・小・中・高の有機的な連携についてのまとめ 

 ・コミュニケーション要素における「読むこと」、「書くこと」の学習内容の小中連携に

よる系統的な指導の実施及び４技能５領域の言語活動を用いた評価 

 ・他地域での『グローブ(Globe)』導入及び普及についての検討 

〇 研究実践発表会の開催 

 ・小学校、中学校、高等学校における授業公開（３要素） 

 ・幼稚園における国際教育（外国語活動）の公開 

○ 英語を用いてコミュニケーションを図る体験の場の設定 

〇 評価の実施 

 ・英語能力調査（小学校：GTEC Junior、中学校・高等学校：英検IBA）、自己評価、外部

評価、英検IBA等スコア比較、質問紙調査による評価 

 ・児童生徒、教員、関係機関、地域等の意識調査及び分析 

 ・成果と課題のまとめ及び一般化のための提案（研究報告書の作成） 

○ 研究開発学校指定後における『グローブ(Globe)』の方向性の検討 

 

（３） 評価に関する取組 

第
１
年
次 

○ 児童生徒に係る『グローブ(Globe)』実施の評価 

・児童生徒の授業後の振り返りシート、意識（質問紙）調査、パフォーマンス（行動観

察）等による実態の把握及び分析 

・英語能力調査（小学校：GTEC Junior、中学校・高等学校：英検IBM）の実施 

○ 研究推進全体に係る評価 

・新教科創設にかかる運営指導委員会の指導助言(８月) 

・関係機関、ＪＥＴスタッフ及び保護者によるアンケート調査の実施、結果の分析 

(１１月) 

・カリキュラム編成にかかる運営指導委員会の評価、指導助言(１月) 

○ 教員による意識調査 

・幼稚園、小・中学校、高等学校教員による意識（質問紙）調査の実施(１１月) 
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第
２
年
次 

○ 児童生徒に係る『グローブ(Globe)』実施の評価 

・前年度の各調査における継続的な実態の把握及び分析 

・英語能力調査(小学校：GTEC Junior、中学校・高等学校：英検IBA）実施 

○ 研究推進全体に係る評価 

・関係機関、ＪＥＴスタッフ及び保護者によるアンケート調査の実施、結果の分析及

び経年比較(１１月) 

・運営指導委員会の評価・指導・助言(１月) 

○ 教員による意識調査 

・前年度における意識（質問紙）調査の継続的な実施(１１月) 

第
３
年
次 

○ 前年度の各評価（児童生徒、研究推進全体、教員）の継続的な実施及び分析 

・前年度の各調査における継続的な実態の把握及び分析 

・英語能力調査(小学校：GTEC Junior、中学校･高等学校：英検IBA)の実施 

○ 公開研究会（プレ研）実施による検証 

・新教育課程を先行的に実施し、公開研究会を開催することで外部評価により成果と課

題を明らかにし、次年度への改善につなげる。 

第
４
年
次 

○ 前年度の各評価（児童生徒、研究推進全体、教員）の継続的な実施、分析及び検証 

・前年度の各調査における継続的な実態の把握及び分析 

・英語能力調査(小学校：GTEC Junior、中学校･高等学校：英検IBA)の実施 

 ・各評価の４年間の集積データのまとめ 

・研究報告にかかる運営指導委員会の評価、指導助言 

○ 研究実践発表会実施による検証 

・研究実践発表会を開催し、本研究４年間の成果と課題を明らかにし、まとめを行う。 

 

５ 研究開発の成果 

（１） 実施による効果 

① 児童生徒への効果 

 【幼稚園】（年間１０回の Globe） 

幼児は、月１回の「Globe」に意欲的に取り組み、様々な活動において、ＡＬＴに自分の知ら

ない英語について「何て言うの？」と英語の名前を聞く場面が見られた。幼稚園外でＡＬＴに会

うと声をかけるなど、外国語に慣れ親しみ自然に様々な国の人たちと触れ合おうとする意欲が

向上している。 

 

【小学校】（低学年～週１回、中学年～週２回、高学年～週３回） 

様々な国の人たちとの接することに抵抗を感じる（恥ずかしさ、自分とは異なる外見など）児

童が多かったが、自然に英語で挨拶をする児童が多くなっているなど、前年度の外国語活動に

抵抗を感じていた児童が意欲的に英語によるコミュニケーションを図るようになっている。 

挨拶、数字、食べ物などの単語だけでなく「他の国では何て言うのかな」と聞くなど世界の言

葉に目が向けられるようになってきている。興味関心の高まりから「書きたい」「調べたい」と

積極的な行動も目立ってきている。 

外部講師などの人材を多く活用したことで、様々な国や地域の人たちと触れ合うことに抵抗

が少なくなってきている。（日本語学校の留学生、ＪＥＴ：ＡＬＴ、ＣＩＲ、ＳＥＡ、地域の人々） 
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【中学校】 

中学校第１学年の「GlobeⅠ」については、前年度からクラスルームイングリッシュを小学

校、中学校で統一したことにより、日付、天気などに関するやり取りもつまずくことなくでき

るようになった。 

「GlobeⅡ」については、日本語学校との交流を通して、真剣に課題解決に向けて考えること

ができ、世界情勢について考える生徒が増えた。中学校第３学年では、フェアトレードについ

て学んだことで、フィンランドに留学した際、ホテルにフェアトレードのコーヒーが置いてあ

ったことに気付き、学んだことを体験する姿があった。 

次年度はこれまでの成果や課題を踏まえて「GlobeⅠ」と「GlobeⅡ」を統合し「Globe」とし

て実施する。 

 

【高等学校】 

「Globe」の実践を重ねることにより、より目的意識をもって英語が使えるようになってき

た。昨年度より外部講師を多く取り入れていることから、世界の言語や文化に対する関心が高

まり、世界について考えを深めさせることができた。 

東川町の魅力について英語を使って紹介したり、質問に応じたりする活動を通して、学習意

欲が高まった。 

 

② 教職員への効果 

 小学校では、学級担任が全体の指示や、発問を行い、ＡＬＴが例示、チャンツなど主に発音

の指導を行うなど、ＪＴＥとＡＬＴの役割を明確にした授業を行うことができるよう、指導体

制を工夫した。はじめは戸惑いも見られたが、授業へのイメージがつかめるにつれ、積極的に

授業改善に取り組むことができるようになってきた。 

  中学校では、「GlobeⅠ」は英語教師が指導を行い、「GlobeⅡ」は学級担任が指導を行うなど

役割を明確にするとともに、校内研修の充実を図るなど校内体制の構築が図られていた。 

 高等学校では、担当教員が中心となって「Globe」を行っている。他教科・他領域の学習でも

「Globe」に関連した取組を行っている。 

 

③ 保護者への効果 

  国際教育には高い関心をもつ保護者が多い。今年度から「Globe news」と題して幼・小・

中・高の校種ごとにおける「Globe」の取組を町民・保護者へ発信した（２回）。 

 今後は、昨年度に引き続きアンケートを取り、国際教育に関わる意識の調査を行う。 

  

（２） 実施上の課題 

● 活動において教科書との関連が図られていない単元構成が見られたことから、単元の目標及

び構成を見直す必要がある。また、各単元で設定している目標が学習活動に正対しないことが

あることから、今年度の実践を踏まえて単元の指導計画を見直す必要がある。 

● 外国語教育の系統性について、高等学校卒業までに、身に付けさせる力を明確にする必要が

ある。また、小中高のカリキュラムの中に学習内容とのつながりを明確にする必要がある。 

● 全教職員が共通理解を図り、研究開発を推進できる校内研修を工夫改善する必要がある。 

● グローバルマインドの育成に向けた学習内容、教材等の選定及び工夫するとともに、教材・

教具が共有できるよう各学校の連携を充実させる必要がある。 

● 外国語の５領域（「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」「書く
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こと」）を意識し、特に、課題が見られた「書くこと」については、書く活動を取り入れた指導

を工夫する必要がある。 

● 表現活動の充実のため指導する語彙及び英語表現の追加することや自分の考えや気持ちを伝

える活動の充実（ディベート、ディスカッション等）を図る必要がある。 

● 中学校における既習の英語事項の定着に向けた帯活動の充実やＡＬＴとの対話する場面の充

実を図るとともに、「Globe」の趣旨を踏まえた言語活動の充実を図るため、独自の教材を入

発する必要がある。 

● 評価について「振り返りシート」の児童の記述を活用してきたが、今後は、数値化できるよ

う評価材料を工夫するとともに、評価規準を踏まえて客観的な評価を行う必要がある。 
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① 東川小学校 教育課程表（平成３０年度） 

 

 各教科の授業時数 

 
 
 

道

徳 

外
国
語
活
動
・
外
国
語 

総

合

的

な

学

習

の

時

間 
特

別

活

動 
グ
ロ
ー
ブ
（
新
設
教
科
） 

総

授

業

時

数 

国

語 

社

会 

算

数 

理

科 

生

活 

音

楽 

図

画

工

作 

家

庭 

体

育 

第１学年 306  136  
87 

(-15) 
68 68  102 34   34 

35 

(+35) 

870 

(+20) 

第２学年 315  175  
90 

(-15) 
70 70  105 35   35 

35 

(+35) 

930 

(+20) 

第３学年 245 70 175 90  60 60  105 35 
0 

(-35) 

35 

(-35) 
35 

70 

(+70) 
980 

第４学年 245 90 175 105  60 60  105 35 
0 

(-35) 

35 

(-35) 
35 

70 

(+70) 
1015 

第５学年 175 100 175 105  50 50 60 90 35 
0 

(-70) 

35 

(-35) 
35 

105 

(+105) 
1015 

第６学年 175 105 175 105  50 50 55 90 35 
0 

(-70) 

35 

(-35) 
35 

105 

(+105) 
1015 

計 1461 365 1011 405 
177 

(-30) 
358 358 115 597 209 

0 

(-210) 

140 

(-140) 

209 
420 

(+420) 

5825 

(+180) 

 

 ※ 第１・２学年については、学校裁量の時間より２０時間を『グローブ（Globe）』に充てるため、組

み替えた時数の合計と『グローブ（Globe）』の時数は一致しない。 
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東川②第一③第二④第三小学校 教育課程表（平成３０年度） 

 

 各教科の授業時数 

道

徳 

外

国

語

活

動 

総

合

的

な

学

習

の

時

間 
特

別

活

動 
グ
ロ
ー
ブ
（
新
設
教
科
） 

総

授

業

時

数 

国

語 

社

会 

算

数 

理

科 

生

活 

音

楽 

図

画

工

作 

家

庭 

体

育 

第１学年 306  136  
87 

(-15) 
68 68  102 34   34 

35 

(+35) 

870 

(+20) 

第２学年 315  175  
90 

(-15) 
70 70  105 35   35 

35 

(+35) 

930 

(+20) 

第３学年 245 
90 

(+20) 
175 

105 

(+15) 
 60 60  105 35 

0 

(-35) 

35 

(-35) 
35 

70 

(+70) 

1015 

(+35) 

第４学年 245 90 175 105  60 60  105 35 
0 

(-35 

35 

(-35) 
35 

70 

(+70) 
1015 

第５学年 175 
105 

(+5) 
175 105  50 50 60 90 35 

0 

(-70) 

35 

(-35) 
35 

105 

(+105) 

1020 

(+5) 

第６学年 175 105 175 105  50 50 
60 

(+5) 
90 35 

0 

(-70) 

35 

(-35) 
35 

105 

(+105) 

1020 

(+5) 

計 1461 390 1011 420 
177 

(+30) 
358 358 120 597 209 

0 

(-210) 

140 

(-140) 
209 

420 

(+420) 

5870 

(+180) 

 

※第１・２学年については、学校裁量の時間より２０時間を新教科『グローブ(Globe)』に充てるた

め、組み替えた時数の合計と『グローブ(Globe)』の合計は一致しない。 

 ※第３・４学年及び第５・６学年は、複式学級で編成していることから、標準時数を上回って教育課

程を編成している。（第３・５・６学年） 
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④ 東川中学校 教育課程表（平成３０年度） 

 

 各教科の授業時数 

道

徳 

総

合

的

な

学

習

の

時

間 

特

別

活

動 

グ
ロ
ー
ブ
（
新
設
教
科
） 

総

授

業

時

数 

国

語 

社

会 

数 
 
 
 

学 

理

科 

音

楽 

美 
 
 
 
 

術 

保 

健 

体 

育 

技 

術
・
家 

庭 

外 
 

国 
 

語 

第１学年 140 105 140 105 45 45 105 70 
0 

(-140) 
35 

 

30 

(-20) 

35 

 

160 

(+160) 

 

1015 

第２学年 140 105 105 140 35 35 105 70 
0 

(-140) 
35 

50 

(-20) 
35 

 

160 

(+160) 

 

1015 

第３学年 105 140 140 140 35 35 105 35 
0 

(-140) 
35 

50 

(-20) 
35 

 

160 

(+160) 

 

1015 

計 385 350 385 385 115 115 315 175 
0 

(-420) 
105 

130 

(-60) 
105 

 

480 

(+480) 

 

3045 
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⑥東川高等学校 教育課程表（平成３０年度） 

    

 

 

各教科の授業時数  

 

 

 

グ 

ロ 

｜ 

ブ 

 

総 

合 

的 

な 

学 

習 

の 

時 

間 

 

 

特 

別 

活 

動 

 

 

 

総 

授 

業 

時 

数 

 

 

 

 

 

 

 

国 

 

 

語 

 

地歴 

 

 

公民 

 

数 

 

 

学 

 

理 

 

 

科 

外

国

語 

 

芸 

 

 

術 

 

家 

 

 

庭 

 

体 

 

 

育 

 

 

情 

 

 

報 

 

商 

 

 

業 

 

第１学年 

 

 

140 

 

 

105 

 

 

140 

 

 

105 

 

 

0 

(-140) 

 

70 

 

 

70 

 

 

140 

 

 

 

 

 

35 

 

 

150 

 

 

70 

 

 

160 

(-10） 

 

1185 

(0) 

 

第２学年 

 

 

105 

 

 

105 

 

 

140 

 

 

105 

 

 

0 

(-140) 

 

70 

 

 

70 

 

 

140 

 

 

 

 

 

70 

 

 

150 

 

70 

 

 

160 

(-10） 

 

1185 

(0) 

 

第３学年 

 

 

105 

 

 

140 

 

 

105 

 

 

140 

 

 

0 

(-93) 

 

70 

 

 

 

 

 

70 

 

 

70 

 

 

 

 

 

100  

 

 

35 

 

 

85 

(-7） 

 

920 

(-10) 

 

第3学年

次選択 

2単位 

3単位 

を各１つ

選択 

 

 

 

時事

問題

研究 

70 

 

数学

Ｂ 

 

105 

 

生物

研究 

 

70 

英語

表現

Ⅰ 

105 

英語

会話 

70 

 

 

 

子ど

もの

発達

と保

育 

105 

 

 

スポ

ーツ

Ａ 

70 

 

 

 

電卓

基礎

計算 

105 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

175 （2単

位・3単位

選択の合計

） 

 

 

計 

 

 

350 

 

350 

 

385 

 

 

350 

 

 0 

(-373) 

 

210 

 

140 

 

350 

 

70 

 

105 

 

410 

 

 

175 

 

 

430 

(-27) 

 

3465 

(-10) 

選択科目

を履修し

た場合 

 

 

 

420 

 

 

490 

 

 

420 

 

175 

 

 

 

 

 

245 

 

420 

 

 

 

 

210 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  ※第１学年～３学年の外国語の授業時数を「グローブ（Globe）」に充てる。また、特別活動において

も国際交流・国際理解に係る行事等を計画する。 
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学校等の概要 

１ 学校名、校長名 

東川町立東川小学校（ヒガシカワチョウリツヒガシカワショウガッコウ） 

  校長 前 田 昭 彦 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

北海道上川郡東川町西４号北８番地（℡ 0166-82-2425   Fax 0166-82-4711） 

３ 児童数、学級数 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

54 2 58 2 61 2 56 2 48 2 58 2 331 12 

知2 

情5 

言1 

 

知1 

情4 

言1 

 

知1 

情2 

病1 

 

知1 

情2 

 

 
知3 

情3 
 情1  

知6 

病1 

言1 

情9 

知1 

病1 

言1 

情2 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師  
1  1 1  26  1  1  

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

1  2 2 34 

 

 

１ 学校名、校長名 

  東川町立東川第一小学校（ヒガシカワチョウリツヒガシカワダイイチショウガッコウ） 

  校長 岡 本 美 雪 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

  北海道上川郡東川町西 10号北 24番地（TEL 0166-82-2751 FAX 0166-82-5143） 

３ 児童数、学級数 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

3  5 複式1 6  6 複式1 5  3 複式1 28 複式3 

  情1    知1  情1    
知1 

情2 

知1 

情1 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師  
1  1   6   1   

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

1  1 1 12 
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１ 学校名、校長名 

東川町立東川第二小学校（ヒガシカワチョウリツヒガシカワダイ二ショウガッコウ） 

  校長 大 垣 秀 彦 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

北海道上川郡東川町西４号北３２番地（℡ 0166-82-3019   Fax 0166-82-5170） 

３ 児童数、学級数 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

6 1 7 1 6  7 複式1 7  4 複式1 37 4 

情1    情1    
知1 

情1 
   

知 1 

情 3 

知1 

情1 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師  
1  1   7   1   

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

1  1 1 13 

 

 

１ 学校名、校長名 

  東川町立東川第三小学校（ヒガシカワチョウリツヒガシカワダイサンショウガッコウ） 

  校長 甲 斐 信太郎 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

  北海道上川郡東川町東８号南１番地（℡ 0166-82-3015   Fax 0166-82-5183） 

３ 児童数、学級数 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

2  2 複式1 2  2 複式1 4  4 複式1 16 複式3 

  情1  知1        
知 1 

情 1 

知1 

情1 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師  
1  1   5   1  1 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

1  1 1 12 
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１ 学校名、校長名 

   東川町立東川中学校（ヒガシカワチョウリツヒガシカワチュウガッコウ） 

   校長 安 達 啓 一 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

   北海道上川郡東川町北町１丁目５番１号（℡0166-82-2428 Fax0166-82-2348） 

３ 生徒数、学級数 

第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

78 3 75 3 72 3 225 9 

知4 

情1 
 

知1 

情5 

病1 

 

知1 

情3 

言1 

 17 

知6 

情9 

病1 

言1 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師  
1  1   21  1   1 

ＡＬＴ SC/SSW 事務職員 司書 計  

1 2 1 1 30 

 

 

１ 学校名、校長名 

  北海道東川高等学校（ホッカイドウヒガシカワコウトウガッコウ） 

  校長 渡 辺 文 貴 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

北海道上川郡東川町北町２丁目１２番１号（℡0166-82-2590 Fax0166-82-2534） 

３ 課程・学科・生徒数、学級数 

課程 

 

学科 

 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 普通科 68 2 78 2 79 2   225 6 

      計 68 2 78 2 79 2   225 6 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師  
1  1   17  1   1 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

2 1 4  28 
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１ 学校名、校長名 

  東川町立東川幼稚園（ヒガシカワチョウリツ ヒガシカワヨウチエン） 

  園長 伊 藤 和 代 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

  北海道上川郡東川町西４号北８番地（℡ 0166-82-3400 Fax 0166-82-4660） 

３ 幼児数、学級数 

 ５歳児 ４歳児 ３歳児 ２歳児 １歳児 ０歳児 計 

11 17 8    87人 

13 18 8    8学級 

  6     

  6     

４ 教職員数 

園長 副園長 事務長 室長 主任 教務 担任 
特別支援教育

支援員 
事務職員 看護師 栄養士 

 

1 1 1  2 1 8 1 1 2 1 

調理員 公務補   計 
              ※主任兼務 

4 1   24 
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平成３０年度 

 

研究開発実施報告書 

 
 

第２年次 

 

 

研究開発課題 

 文化や価値観などの異なる人々とよりよい人間関係を構築できる資質・能力を育成する

ための、初等中等教育段階におけるグローバル化に対応した教育環境づくりを柱とした教

育課程の研究開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年３月 

 

東川町立東川小学校 外６校（園） 
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１ 東川町立東川小学校 外６校(園) ２９～３２ 

 

平成３０年度 研究開発実施報告書 

 

ア 研究開発の概要 

グローバル化の進展や絶え間ない技術革新などにより、社会構造や雇用環境は大きく、さらに加速度

的に変化していくことが予想され、現在の子どもたちやこれから生まれてくる子どもたちにとって、予

測困難な時代である。少子化が進む中で我が国にとっては、一人一人が持続可能な社会の担い手として、

様々な変化に適応し、質的な豊かさを伴った個人と社会の成長につながる新たな価値を生み出していく

ことが期待される。グローバル化が急速に進展する中で、これまでのように一部の業種や職種だけでな

く、生涯にわたり様々な場面で世界の人々と多種多様に関わることが想定されており、コミュニケーシ

ョン能力の向上が課題となっている。我が国では、外国語を日常的に使用する機会は限られているが、

現在、学校で学ぶ子どもたちが卒業し活躍する社会や世界の舞台は、多文化・多言語の中にあり、国際

的な協調と競争の環境にあることが予想される。そうした中で、国民一人一人が、様々な社会的・職業的

な場面において、外国語を用いて互いの考えを伝え合い理解し合うことが一層重要になることが想定さ

れる。 

 北海道のほぼ中央に位置する東川町は、大雪山連峰「旭岳」の麓で、雄大な自然景観に恵まれ、豊か

な水と肥沃な大地の恵みと共に生活できる地域である。写真甲子園開催地の「写真の町」として、また、

日本初の公立日本語学校を開校するなど数多くの留学生を受け入れる「国際交流の町」として全国的に

注目を浴びている。 

 学校教育においては、６名のＡＬＴ（Assistant Language Teacher 外国語指導助手）による外国語

活動や外国語の授業、３名のＳＥＡ（Sports Exchange Advisor スポーツ国際交流員）による体育や少

年団活動及び部活動（クロスカントリー、野球、バレーボール）、８名のＣＩＲ（Coordinator for 

International Relations 国際交流員）によるイベント参加や国際交流活動、さらには留学生との交

流など、ＪＥＴプログラム（The Japan Exchange and Teacher Program）スタッフ１７名や日本語学校

留学生による国際教育推進により、ネイティブ・スピーカーに接する態度や外国語を使う力が育ちつつ

ある。 

 一方で、それぞれの国際教育活動の有機的なつながりや、学校間での連携、小学校における外国語活

動と中学校の外国語科の接続、外国語教育における幼・小・中・高における連携が十分ではない現状が

見られる。また、自然豊かで国際色に恵まれた環境におかれているものの、有効に活用したり、効果的

に場の設定をしたりすることができていない。 

 本町の子どもたちは、校内はもとより校外でも、挨拶を交わすことができ、明るく活発である。保育

園・幼稚園を同じ施設内に設置している「幼稚園」や小学校４校、中学校１校、高等学校１校があり、

教育環境は充実しているものの、主体的に人と関わろうとする態度は十分ではない。また、豊富な地域

素材や多種多様な人材が整っているにも関わらず、地域の理解や国際教育の充実が十分とは言えない。

さらに、適切な言葉を使って相手と関わり伝え合うことにやや苦手意識がある。 

そこで、自国の文化や伝統への理解を深めるとともに、異なる習慣や文化をもった人々と共に生

きていく子どもを育成したいと考え、以下の研究主題を設定した。 
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自国や地域の文化や伝統への理解を深めるとともに、異なる習慣や文化をもった人々と共に生きてい

くために（多文化共生）、「人間尊重の精神を基調とする国際感覚」を養い、「国際社会に通用するコミュ

ニケーション能力」の向上を図る教科として、『グローブ(Globe)』を創設し、国際教育における初等中

等教育の一体的な教育課程の在り方を探る。 

具体的には、次の３点の研究を行う。 

① 新教科『グローブ(Globe)』の創設と指導内容、指導方法及び評価方法の在り方 

② 幼、小、中、高における国際教育や英語教育（コミュニケーション能力）の接続の在り方 

③ 外国語に慣れ親しみ、異文化理解を深めるための地域人材（１２か国のＪＥＴスタッフ、

１０か国の日本語学校留学生）の有効的な活用の在り方 

イ 研究開発の経緯 

月 WG（ワーキンググループ） 各種 

４月 

Globe実践スタート 
外部講師の有効的活用 
第１回ミニ Globe 会議 

・第１回 研究推進連絡協議会 

５月 
第２回ミニ Globe 会議 ・小学校向け研修会（SWITCH ON!） 

・I-VAN講演会（高校） 

６月 
第３回ミニ Globe 会議 ・教務会議(25日) 

７月 
第４回ミニ Globe 会議 
第５回ミニ Globe 会議 

・授業研（東小４年生） 

８月 

第６回ミニ Globe 会議 ・第２回 研究推進連絡協議会 
・教務会議（23日） 
・第１回 運営指導委員会 

９月 
アンケート作成 
第７回ミニ Globe 会議 

・第 1回 外部評価委員会 
・授業研（東小６年生） 

10月 

アンケート作成 
CAN-DOリスト作成 
第８回ミニ Globe 会議 

・10日（水）上教研中部地区研究大会 
国際理解教育班公開授業（小関） 

・24日（水）先進地視察（柴田・神野） 
       上越教育大学附属中学校 

11月 

第９回ミ Globe会議 ・20日（火）長沼町へ講師派遣（松田、森） 
・21日（水）町教研大会（三小） 
・27日（火）文部科学省 実地調査 
       （東中２年・東小６年公開） 
・30日（金）東川小教育実践発表会（東小） 

【研究仮説】 

国際教育を中核とした新教科『グローブ(Ｇlobe)』を創設し、指導内容、指導方

法、評価方法を体系的に構築することにより、自国や地域の歴史や文化、伝統に対

する理解を深めるとともに、異文化を理解し、異なる文化や習慣をもつ人々ととも

に生きていく（多文化共生）ための資質・能力を育むことができる。 

 

【研究主題】 

ふるさと東川を愛する心情を高め、人間尊重の精神を基調とする国際性を養い、 

国際社会に通用するコミュニケーション能力の育成 
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12月 

４日、Gtec junior 
（小学６年生）の実施 

６日、英検 IBA 
（中学・高校全学年） 

児童・生徒アンケート実施 
第 10回ミニ Globe会議 
第 11回ミニ Globe会議 
ミニ Globe作業日 25日～26日 

・授業研（東中３年生） 
・授業研（一小５・６年生） 
・授業研（二小４年生） 
・26日（水）Globe冬季研修会 
     （実践発表&講演会） 

１月 
第 12回ミニ Globe会議 ・15日（火）研究開発学校研究協議会 

（東京～文科省へ） 
・教務会議 

２月 

次年度の方向性決定 
第 13回ミニ Globe会議 
第 14回ミニ Globe会議 
第 15回ミニ Globe会議 
第 16回ミニ Globe会議 

・授業研（東川高） 
・授業研（東小５年生） 
・第３回 研究推進連絡協議会 
・第２回 運営指導委員会 
・第２回 外部評価委員会 
・報告書及び次年度計画書の提出 

３月 
第 17回ミニ Globe会議 
第 18回ミニ Globe会議 
第 19回ミニ Globe会議 

新カリキュラム完成 

 

ウ 研究開発の内容 

（a）教育課程の編成 

カリキュラムの内容は、グローバル化に対応する資質・能力を育むことを目的として３要素

（「ローカル」「グローバル」「コミュニケーション」）で構成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【「Globe」イメージ図】 
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(b)新教科の目標・内容・年間指導計画の表示 
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エ 新教科『グローブ(Globe)』の創設と指導内容、指導方法及び評価方法の在り方 

(a)幼稚園（年間１０回） 

① めざす子ども像 

『違う国の人と触れ合いながら外国語に慣れ親しみ、友達と仲良くする子どもを目指す』 

② 主な学習内容 

ＡＬＴが「色」「食べ物」「動物」「体」「数字」など幼児にとって身近で簡単な英単語に触れ

るために歌や踊りなど、楽しみながら外国語に親しめる活動を実施し、幼児が英語を身近に感

じるとともに、様々な国の文化に触れることができるようにする。 

③ 実施の状況 

４歳児への指導は、日本の伝統行事や外国の行事等にかかわる活動を中心にＡＬＴが入り、

英語でのゲームや歌などを通して交流を図ることにより、自分と違う国の人に親しみをもつこ

とをねらいとしている。 

５歳児への指導は、ＡＬＴと連携して、簡単な英単語を使い、歌や踊り、ゲームなどの活動

を通して英語を聞き、自ら発音して、英語への興味・関心の伸長を図ることをねらいとしてい

る。 

 

(b)小学校（低学年～３５時間 中学年～７０時間 高学年～１０５時間） 

①めざす子ども像 

『様々な国や文化について理解し、誰とでも寛容的で協力的な態度で接する子どもを目指す』 

②主な学習内容 

様々な国や文化を理解し、他者に対し寛容的で協力的な態度で接する児童を育てるために、

次のとおりカリキュラムを編成した。また、幼・小連携として、４月のはじめには幼稚園のカ

リキュラムとの系統性を踏まえた学習を位置付けるなど、児童が小学校での「Globe」にスムー

ズに取り組めるよう配慮した。 

（１）学習のはじめに地域教材や世界各国の文化などを扱い、よさや課題について考え、 

単元全体の課題を設定し、学習する必然性への見通しをもたせる。 

（２）課題解決に向けて必要な知識・技能の習得のため「Let’s try」及び「We Can！」 

などを活用する。 

（３）単元の終末では、習得した知識・技能を活用し、様々な人と関わり、自分の考え 

を表現できる場面を設定する。 
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③実施の状況 

様々な国の人たちとの接することに抵抗を感じる

（恥ずかしさ、自分とは異なる外見など）児童が多か

ったが、自然に英語で挨拶をする児童が多くなってい

くなど、前年度の外国語活動に抵抗を感じていた児童

が意欲的に英語でのコミュニケーションを図るよう

になってきた。 

また、挨拶、数字、食べ物などの単語だけでなく「他

の国では何て言うのかな」と世界の言葉に目が向けら

れるようになってきている。興味関心の高まりから「書きたい」「調べたい」と積極的な行動も

目立ってきている。 

外部講師などの人材を多く活用したことで、様々な国や地域の人たちと触れ合うことに抵抗

が少なくなってきている。（日本語学校の留学生、ＪＥＴ：ＡＬＴ、ＣＩＲ、ＳＥＡ、地域の

人々） 

外国の学校との交流を通して、世界を近くに感じ、お互いの文化について学ぶことを目的と

した「ペチャンコスタンレー」の取組を行った。児童は、外国へ自分が作った絵が海外の人に

渡ることへの興味・関心や、どんな返事が返って来るかという期待が膨らんでいる。 

 

(C)中学校（１・２・３年～１６０時間） 

① めざす子ども像 

『世界の諸問題を自分と結びつけて考え、解決方法を探り、自分の意見を発信する生徒を目指

す』 

② 主な学習内容 

GlobeⅠ～昨年度までの英語を実践～ 

 東川町の児童生徒の目指す姿である「国際社会で活躍することができる人材の育成」のため

に、自分の住む地域である東川町や日本文化を理解するとともに、英語を用いたコミュニケー

ション能力を確実に定着させる授業の工夫を行った。また、外部講師の活用や、単元の終末に

おける既習事項を活用する場面設定の工夫など、授業改善を図った。 

GlobeⅡ～国際教育にかかわる単元を実践～ 

 世界の諸問題について、地域素材やＪＥＴプログラムスタッフ、日本語学校の留学生など外

部講師を活用することで、自分事として捉え、課題解決に向けて自分たちができることを考え

られるよう、カリキュラムを編成した。 

③ 実施の状況 

中学校第１学年の「GlobeⅠ」については、昨年から

クラスルームイングリッシュを小学校、中学校で統一

したことにより、日付、天気等についてのやり取りが、

つまずくことなくできるようになった。 

「GlobeⅡ」については、日本語学校との交流を通し

て、真剣に課題解決に向けて考えることができ、世界情

勢を真剣に考える生徒が増えた。第２学年では、自分た

ちの考えた文が、英語にできることの楽しさ、相手に伝

える楽しさを生徒が感じ、英語を苦手とする生徒も仲間

と協力することで最後まで粘り強く取り組むことができた。今回の取組を通じて、生徒の英語

や発表に対するモチベーションが向上した。生徒のアンケートには「次回はよりよい発表をし

たい」「発表するときに目線や声量に気を付けようと思った」「英語が話せるようになりたい」
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など肯定的な意見が多く書かれていた。 

中学校第３学年では、フェアトレードについて学んだことで、フィンランドに留学した際、

ホテルにフェアトレードのコーヒーが置いてあったことに気付き、学んだことを体験する姿が

あった。 

 

(d)高等学校（１・２年～１５０時間、３年～１００時間） 

① めざす子ども像 

『自己と世界とのつながりを意識した上で、どのように社会にかかわっていくかについて、主

体的かつ建設的に考え、意思決定し行動する生徒を目指す』 

② 主な学習内容 

高等学校は、自分と世界とのつながりを意識した上で、自分がどのように社会にかかわって

いくかについて、主体的に考え、行動する生徒を育てるために以下のように、４期に分けて活

動を位置付けてカリキュラムを編成した。 

第Ⅰ期：基礎英語力充実期 

 中学校英語を基に、コミュニケーション能力の基礎を養うための学習を展開した。 

第Ⅱ期：Globeのための基礎養成期 

 教科書を基に、「基本情報→発展的内容」の組み合わせで自国や地域も含めた多様な社会や文

化について基礎的な内容を扱った。 

第Ⅲ期：関係構築と情報交換期 

他者との関係構築を図るコミュニケーションの指導や目的に応じて必要な情報伝達をする

ことを目指した授業を行った。 

第Ⅳ期：社会参画準備期 

 第Ⅰ期から第Ⅲ期の間で学習したことを生かすとともに、生徒たちが高校卒業後に直面する

であろう実際的な場面を想定し、いかに主体的に社会参画できるかをテーマとした学習を行っ

た。 

③ 実施の状況 

「Globe」の実践を重ねたことにより、より目的意識を

もって英語が使えるようになってきた。 

昨年度より外部講師を多く取り入れていることから、

世界に目を向けさせることや、世界について考えさせる

ことができた。 

東川町の魅力について英語を使って紹介したり、質問

に応じたりする活動を通して、学習意欲が高まった。 

 

(e)幼・小・中・高における国際教育や英語教育の接続の在り方 

①幼・小の連携 

幼稚園で学習した内容を小学校第１学年のはじめの単元に組み入れることで、小学校で実施

する Globeを円滑に進めることができると考えた。 

小学校４校から全員が東川中学校へ入学することを踏まえ、各小学校における統一したクラ

スルームイングリッシュの指導の充実を図ったことで、校種が変わってもスムーズにコミュニ

ケーションを図ろうとすることができると考えた。 
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幼稚園 小学校（１・２） 小学校（３～６） 中学校 
 Are you ready? 

Let’s start. 
Are you ready? 
Let’s start. 

 

Hello Hello Hello everyone. Good morning everyone. 
Good afternoon everyone. 

How are you? How are you? How are you? How are you? 
歌 歌 

How is the  
Weather today? 

歌 
What day is it today?  
What’s the date today? 
How is the weather today? 

歌 
What day is it today?  
What’s the date today? 
How is the weather today? 

【「東川町クラスルームイングリッシュ」例】 

 また、幼稚園の年長クラスと小学校第１学年との間で毎年交流を行っている。今年度は、

Globe を行い、自己紹介を英語で伝え合ったり、英語で話された色を当てたりしながら、楽し

むことができた。幼稚園のカリキュラムを事前に把握することで、互いに無理のない英語を通

してコミュニケーションを図ることができた。 

②小・高の連携 

昨年度は、小学校第６学年と高校生との交流として、「Hi、

friends！２」の「ももたろう」を高校生が英語劇で披露した。

小学生は英語の楽しさを実感することができ、自分たちも英語

で表現したいという意欲につながった。また、高校生は小学生に

英語で伝えるために簡単な英単語や短い英文にしようと工夫し

たことにより、伝える喜びを味わう機会となった。 

今年度も小・高との交流を図った。第６学年 Globeにおいて、

相手により伝わる英語表現の方法を学ぶ際、自分だけでは気付

けなかったことが、高校生のアドバイスにより、効果的であるこ

とに気付くことができた。また、高校生にとっても小学生に伝え

るために言葉を選び、相手にとって必要なことを考えながら活

動する態度が見られた。 

③中・高の連携 

小・中・高において、新教科「Globe」では、外国語を活用した授業の位置付けが多くなるこ

とから、他の教科・領域との関連を図った教育課程の編成が重要である。特に中学校・高等学

校では、国際社会や文化の相違、国際的な問題・課題について理解を深め、外国語科の取組を

【Globe別葉】 
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他教科・他領域との連携を図りながら、進めていく必要があると考えた。そこで、「Globe」の

要素が入った各教科・他領域において、「ローカル」「コミュニケーション」「グローバル」を意

識することで、国際社会や文化の相違、国際的な問題・課題について知る・理解する・考える

ことができるよう、Globe別葉として一覧表を作成した。 

(f)外国語に慣れ親しみ、異文化理解を深めるための地域人材の有効的な活用の在り方 

本町には、ＪＥＴプログラムスタッフが１７名いる。特にＡＬＴ６名を、小（４小学校）・中・高

の各校に１人ずつ配属することにより、授業はもちろんのこと休み時間や昼食時間などにおいても

触れ合うことができ、日常的に外国が身近に感じられるようにした。 

また、ＡＬＴに加えＣＩＲ（Coordinator for International Relations 国際交流員）やＳＥＡ

（Sports Exchange Advisor スポーツ国際交流員）を活用し、外国語を活用する必然性のある言

語活動や、「伝えたい」「伝わってうれしい」という充実感を得ることができるとともに、地域の人

材との触れ合いから、日本文化を再確認する授業を設定した。 

ＣＩＲや日本語学校の留学生とは、日本語を通して日本文化や外国の文化を交流することができ

ると考え、単元のゴールを踏まえ効果的に交流する場面をカリキュラムに位置付けた。 

 

①地域の人材～東川町や日本のよさを知る（または、再確認することができる）。 

 小学校第４学年では、日本の遊びについて地域人材を活用

した。けん玉、こま、あやとりなど、昔から日本で馴染みの

ある遊びを地域の方に教えてもらうことで、日本の遊びのよ

さを体感することができた。外国人留学生との交流では、日

本の遊びを既習の英語やジェスチ

ャーを使って教えることにつなが

り、日本と外国との遊びの相違点

や共通点など活動を通して、知る

とともに英語を使ってコミュニケーションを図ることにもつながっ

た。 

 中学校では、東川町の社会福祉協議会の方を外部講師として招き、福祉について東川での取

組などを交えて講話をいただいた。その中で、生徒からは「もっと社協事業を知りたい」、「ユ

ニバーサルデザインを調べたい」など感想をもった。さらに体験学習も行うことで、介護をす

る上で配慮することはどのような点なのか理解することができた。 

 

②日本語学校の留学生～英語（簡単な日常会話）や日本語による異文化交流 

 東川町には日本で初の町立日本語学校があり、様々な国

の人々と接する機会も多く、児童生徒にとって外国が身近

に感じられる環境である。 

中学校第１学年は「日本文化を伝えよう～世界から見た

日本～」というテーマのもと、中学生と留学生が「日本文

化」について意見交流をした。交流後も、お互いの国の文

化の違いを話したり、日本や東川の良いところを聞いたり

していた。お互いに考えを理解しようとする姿勢が見ら

れ、国際交流を図ることができた。 

日本語を学びに本町にやってきている日本語学校の留学生にとっては、できるだけ多くの人

たちと話す機会が必要であり、Globe にとっても、世界の食べ物や生活の様子などを直接聞く

ことができるので、子どもたちや留学生にとって外国を身近に感じることができる貴重な活動

となった。 
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このように、日本語学校の留学生との交流は、互いに価値のある取組として実施することが

できた。 

 

③ＪＥＴプログラムスタッフの有効活用 

 

 

 

Globeの授業には、必ずＡＬＴが入り、英

語の例示、チャンツなど、主に発音の指導を

行う他に、異文化交流の際にも有効活用する

ことができた。  

 小学校第５学年では、東川のお祭りを紹介する際に自分たちで調べ、英語で作成した東川

のお祭りポスターをＡＬＴ・ＳＥＡ・ＣＩＲに英語で伝えることができた。学習した英語を

使ってあいさつし、簡単な質問もすることができた。さらに、母国のお祭りも紹介してもら

い、自分たちの住んでいるお祭りとの共通点や相違点を比較することを通して、互いのよさ

に気付くことができた。 

 また、中学校第３学年では、「ユニバーサルデザイン商品についてそのよさと自分の考えを

英語で発表しよう」という目標の下、英語での発表に挑戦する際に、外国の福祉についてＡＬ

ＴやＣＩＲに紹介してもらい、日本と外国の福祉について考える機会をもつことができた。最

後に様々な人が「支え合う社会」を実現するために、「自分と違う状況の人の立場に立って、物

事を考える」など真剣に考えることができ、今後、学んだことを生活に生かしていくきっかけ

となった。 

この他には、中学校や高等学校では、様々な国の人々との交流を盛んに行っており、今年度

は、中学校でフィンランドやタイの人々と、高等学校でロシアやタイの人々と交流を行った。

文化の違いを理解したり、それぞれの国で抱えている諸問題に触れたりすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CIR～主に日本語による異文化交流 

ALT、SEA～英語による異文化交流 
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【東川町に在籍している外国人人材】 

 

(g)配慮事項や成果及び課題について 

（ア）複式学級における同内容異程度指導について 

グループで課題解決をする学習や、コミュニケーション活動の定着をねらいとした学習では、児

童の実態を考慮しながら、異学年混合のグループで活動に取り組ませるなど学習形態を工夫した。

下学年の児童は上学年の児童をモデルに学習することで徐々に学びを獲得する姿が見られた。また、

わからないことがあっても、同じグループの上学年の児童から教えてもらい課題を解決する方法に

ついて話し合うことができた。上学年にとっては、下学年に学んだことを教えることで、学習内容

の十分な定着が図られたり、下学年の児童から頼りにされることで、自己肯定感が高まったりした。

特に、普段他者との関わりが見られない児童が、自分から下学年の児童に関わろうとしている姿が

見られた。 

 

（イ）成果 

（１）外国人に、自分から関わろうとする姿や振り返りシートの記述などから（reflection sheet 

１）、異文化を知ったり、他の国の方と関わる楽しさを体感したりするなど「Global のめざす

『多様な異文化を受容し、共生することのできる態度を育成する』というねらい」の成果が見

られた。 

 

（２）Globeを通して学んだ表現を自己紹介の場面等で進んで使おうとする児童が多く見られた。 

児童の振り返りシートには「通じてうれしかった」などの記述があり、数々の成功体験が意

欲化につながっていると考える。また、外国人に「この言葉は英語で何て言うの？」という質

問もたくさんするようになった。 

また、日常生活でも英語を進んで使う場面が多く見られた。外国人と廊下ですれ違うときに

「How are you today?」と何気なく話しかけたり、慣れ親しんだ英語の数字や歌を学校生活で

数多く使ったりしている。「英語をもっと書いたり、話したりしたい」という感想をもつなど、

Globeの学習が、外国語を学ぶ動機付けとなっていることが考えられる。 

 

No 名前 母国と話せる外国語 

１ クロイ ALT アメリカ 英語・韓国語 

２ ドナ ALT フィリピン 英語・フィリピン語 

３ ウダ ALT ノルウェー 英語・ノルウェー語 

４ ケント ALT カナダ 英語・日本語 

５ ナタリーALT オーストラリア 英語・フランス語 

６ ハナ ALT アメリカ 英語 

７ マット SEA アメリカ 英語 

８ ヤコブ SEA ポーランド ポーランド語・英語 

９ ベテレ SEA ノルウェー 英語・ノルウェー語 

10 ナルギーザ CIR ウズベキスタン ウズベク語・ロシア語・（英語） 

11 ファティ CIR インドネシア インドネシア語・英語 

12 トゥーCIR ベトナム ベトナム語・（英語） 

13 クリスタ CIR ラトビア ラトビア語・英語・ロシア語 

14 スミッタ CIR タイ タイ語・（英語） 

15 ズイ CIR 中国 中国語・（英語） 

16 ミンジ CIR 韓国 韓国語・（英語） 

17 ゾエ CIR カナダ 英語・フランス語・中国語 
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【reflection  sheet1（第 5、6 学年 「東川の祭り、世界の祭り」）】 

 

オ 研究開発の結果及びその分析 

(a)児童・生徒 

【幼 稚 園】 

月に１回の Globeを楽しみにしている幼児が多く、反応もよかった。 

ＡＬＴ主導の下、英語に触れ、様々な国の人・ものとかかわる体験により、英語への抵抗感がなく

なり、楽しく活動することができた。また、もともと知っていたり、覚えていた英語を聞き取れたり

した時の嬉しさを実感することができた。 

５歳児への指導では、内容についてＡＬＴとの事前確認を含めた打合せを行うことで、英単語を使

った遊び（ゲーム）の充実が図られ、さらなる意欲向上へつながった。 

小学校との円滑な接続に向けて、幼小連携で Globeを行った。幼稚園から小学校に行って活 

動することで、幼児は小学校への憧れや、初めての場所で緊張した様子が見られた。第１学年の児童

との交流ではお互いにぎこちなさも見られ、職員間で児童の実態把握が不足していたことから、児童

が力を発揮できないことがあった。 

 

【小 学 校】 

４月には、様々な国の人たちとの交流にお 

いて、自分から接することに抵抗を感じる子  

どもが多かったが、今では自然に挨拶をする  

子どもが多い。外部講師などの人材活用をで 

きるだけ多く実施したことで、様々な国と地 

域の人たちと触れ合うことに抵抗が少なくな 

なってきている。   

また、様々な国の人々をゲストティーチャ 

ーや外部講師として迎え入れたことで、活動 

に対する目的意識が明確となり、より主体的  

な活動につながるとともに、世界の言語や文  

化に対する理解が深まってきた。 

あなたは東川町にいる様々な国の人々と活動するのは好きですか 

１ 好き    ２ どちらかといえば好き 

３ あまり好きではない ４ 好きではない 

 

61%

45%

32%

31%

27%

44%

37%

41%

11%

4%

9%
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1%
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3%
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【児童生徒アンケート】 
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さらに授業を進めていくと、あいさつ・数 

字・食べ物などの言葉について英語だけでな  

く「他の国では何て言うのかな？」と聞くな  

ど世界に目が向けられるようになってきてい 

る。興味・関心の高まりから、「書きたい」  

「調べたい」と積極的な行動も目立つ。 

アンケート結果から昨年度よりも授業への 

意欲が大きく向上しているのは、カリキュラ 

ムの改善による成果だと考えられる。 

しかし、本町の子どもたちが幼少期から英 

語に触れているものの、新学習指導要領の移  

行期に伴い、高学年でも書く活動を多く取り  

入れたことで、学年が上がるにつれ Globeに 

対する意欲が減少しており、書く活動の指導 

の在り方について改善を図る必要がある。 

児童の振り返りからは、ローカル要素・グ 

ローバル要素を取り入れ、地域の題材や世界  

の文化に触れる活動を多く展開してきたこと   

で、地域への愛着および世界への視野が広が 

る態度が育ってきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GTEC-juniorの結果から、４領域にわたって第６学

年に十分な力が備わっていると判断できる。Globeを

通して外部講師や友達とのやり取りを多く取り入れて

いることもあり、特に聞くことの力が向上しているの

が分かる。これは、１年生からGlobeを実施しているの

で、全学年が外国を身近に感じるとともに、ＡＬＴを中

心として英語をたくさん聞かせていることから聞く力がついてきていると考えられる。 

しかし、小学校で取り扱っている英語表現が中学校Globeのコミュニケーション要素の小・

中の系統性が明確になっていない。 

 

【中 学 校】 

GlobeⅠにおいて、「話すこと」「読むこ 

と」「聞くこと」「書くこと」の４技能をバ 

ランスよく展開させていったことにより、 

英検 IBAの結果の通り成果が表れている。  

また、小学校から統一しているクラスルー  

 H30  

聞く  91.3 Grade4 

読む  77.5 Grade3 

話す  78.5 Grade3 

書く  79.7 Grade3 

総合 327.0 Grade3 

 H29 H30  

中 1 627 635 4級のレベル 

中 2  736 4級のレベル 

中 3  784 3級のレベル 

あなたは、Globeは好きですか。 

１ 好き    ２ どちらかといえば好き 

３ あまり好きではない ４ 好きではない 

 

 

H30 

H29 

【GTEC-junior 平均スコア】 

○世界には様々な人や文化があるけれど、どこでも共通の仕事があり、その仕事を目指すのは

「他国の人」ではなく、みんな同じ「人」なのだとわかった。 

○日本にはたくさんの職業があって、外国とは違う職業がある。それが日本の文化でよいと思

う。交流するたびに、たくさんの職業の名前が出てきて、意外な職業になりたい人が多かっ

た。 

【リーディング・リスニング 平均スコア】 

【第６学年の振り返りから】 

【児童生徒アンケート】 
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ムイングリッシュにより、第１学年の４月の授業では、積極的に活用しようとする姿が目立った。 

GlobeⅡにおいて、第１学年では日本文化、中学校第２学年では福祉、中学年３学年では世界の諸問 

題を扱い、「環境」「福祉」をテーマに自分なりの考えをもつことを展開させていった。その際に、外

部講師をできるだけ多く活用していった。 

 

 

 生徒の振り返りから、知らなかったことに触れたり、題材を通して自分なりに考えたりすること

で、世界への視野が広がったことが大きな成果として挙げられる。 

 

  

しかし、GlobeⅡでは、GlobeⅠで学習した英語を使って世界の諸問題について自分の考えをもち表

現することをねらったが、専門的な用語や表現が必要となり、GlobeⅠと GlobeⅡを往還した活用に

発展させることができなかった。また、GlobeⅠと GlobeⅡを分けて指導する場面もみられたことか

ら、英語と総合的な学習の時間における活動と区別が不明確などの課題が見られた。 

次年度はこれまでの成果や課題を踏まえて GlobeⅠと GlobeⅡを統合し Globe として実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第１学年の振り返りシート】 

【第２学年の振り返りシート】 
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【高等学校】 

 東川中学校から東川高等学校への入学者数は毎年 10 名程度である。したがって、町外から通学して

いる生徒が大多数であり、Communication 要素にかかわる中学校と高等学校とのつながりは難しい。し

たがって、高等学校では、外部講師との関わりを多く取り入れて、自分と世界とのつながりを意識させ

る授業を展開させていった。 

 

 このように、様々な国の人々および異世代との関わりを通して、より目的意識が高まり英語を使

って活用しようと意欲的な態度が見られた。 

 英検 IBA の結果では、特にリスニング

において成果が表れた。外部講師を多く

取り入れた結果、英語に触れる機会が多

くなり、聞く力が向上していると考えら

れる。 

さらに、Globe に対する関心も向上し

ている。 

 
1. あなたは、Globeは好きですか。 

１ 好き     ２ どちらかといえば好き 

３ どちらかといえばすきではない ４ 好きではない 
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○ロシア人との交流を通して国際社会の多様性を知る機会となった。 

○タイ人との交流を通して国際社会の多様性を知る機会となった。 

○町内に一定以上長く滞在しているＡＬＴの視線から、東川町の魅力を再発見した。 

○隣町にある旭川インターナショナルスクール（就学前児童）と異世代交流学習を通して、自

らの役割を自覚させる機会となった。 

○町内小学校第６学年に英語表現について教える活動を通して、相手に配慮する態度を養うこ

とができた。 

○修学旅行先での外国人へ積極的にかかわり、東川町をアピールする活動を行った。 
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【リーディング・リスニング 平均スコア】 

【生徒の感想から】 

【生徒アンケート】 
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(b)教職員 

 小学校では、学級担任が全体の指示や、発問を行い、ＡＬＴが例示、チャンツなど主に発音の指

導を行うなど、ＪＴＥとＡＬＴの役割を明確にした授業を行うことができるように指導体制を工夫

した。初めは戸惑いも見られたが、授業へのイメージがつかめるにつれ、積極的に授業改善に取り

組むことができるようになってきた。 

 中学校では、「GlobeⅠ」は英語教師が指導を行い、「GlobeⅡ」は学級担任が指導を行うなど役割

を明確にするとともに、校内研修の充実を図るなど校内体制の構築が図られていた。 

 高等学校では、担当教員が中心となって「Globe」を行っている。他教科・他領域の学習にも「Globe」

が関連した取組を行っている。 

 このような取組を通して、「Globe」についての理解も向上し、積極的に取り組むことができるよ

うになってきている。さらに、全町の教職員で進めていく意識を高めていく必要がある。 

  
１ あなたは、新教科「Globe」についてだいたいのイメージが持てていますか。 

 １ よく   ２ おおよそ   ３ あまり   ４ ない   ５ わからない 

 

８ 本町が進める新教科「Globe」は、めざす子ども像を達成するに値するものになっていると思いますか。 

１ よく   ２ おおよそ   ３ あまり   ４ ない   ５ わからない 

 

 

(c)保護者 

国際教育には高い関心をもつ保護者が多い。今年度から「Globe news」と題して幼・小・中・高

の校種別における Globeの取組を町民・保護者へ発信した。 

 小学校では、Globeについて家庭で話題になることが多く、地域への行事参加率も高いことから、
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【教職員アンケート】 
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Globeへの関心の高さが各家庭においても表れている。 

 

○お子様は、Globe の授業について話をしますか。 

１ よくしている    ２ たまにする 

３ あまりしない    ４ しない 

 

 

 

 

カ 研究開発実施上の問題点及び今後の研究開発の方向 

自分の生まれ育った地域への愛着をもち、異なった価値観、考え方をもつ人たちと関わりながら生活

できる児童生徒を育てたいと願い Globeを実施してきた。幼・小・中・高とそれぞれ実施し、一応の成

果をあげることができたが、課題も山積であった。特に、校種ごとに実践したことがどのようにどう系

統立てられているかが不明瞭であったので、整備が必要である。 

来年度は特に以下の点について研究を進めていきたい。 

(a)Local/Globalにかかわる系統性について 

（ア）ローカル・グローバルの系統性の確立 

   雄大な自然景観に恵まれ、豊かな水と肥沃な大地の恵みと共に生活できる東川に住んでいる児童

生徒にとって、恵まれた環境が当たり前のこととなっている。また、子育てや東川町は福祉の町と

しても不自由なく生活していることも事実である。そういった地域の中で生活している児童生徒だ

からこそ、ローカル要素・グローバル要素の「環境」・「福祉」をキーワードに系統立てていく必要

があると考え、今年度は実践してきたが、校種間の系統性はあまり意識されていなかった。 

そこで、ローカル・グローバルにかかわる系統性を確立するとともに、特に中学校から高等学校

へのつながりを意識した指導を行う。 

（イ）校種間および各校における他教科・他領域とのかかわり 

上記のように、系統立てたカリキュラムの改善には、Globe では不十分であることから、今年度

作成した他教科・他領域にかかわる Globe別葉を活用し、全教職員で進めていく必要がある。 
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【保護者アンケート】 
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(b)カリキュラムの修正 

（ア）コミュニケーション要素における英語表現の系統性の確立 

   小学校の Globeにおいては、授業改善を図りながら実施したことを振り返ってみると、扱った英

語表現は中学校第１学年の GlobeⅠの学習で数多く出てくることが分かった。今後どの学年でどの

ような英語表現を扱ったかを明確にまとめ、系統性を明確にしたカリキュラムにまとめていく必要

がある。 

 

（イ）中学校の授業改善に向けて 

   中学校においては、GlobeⅠ（コミュニケーション）・GlobeⅡ（ローカル・グローバル）と実施し

てきたが、GlobeⅠで学習した英語の力を使って GlobeⅡで世界の諸問題を自分と結び付けて考える

ことや、GlobeⅡで学習した内容を GlobeⅠでの学習に効果的に関連付けることができなかったこと

から、Globeカリキュラムを修正し、授業改善を図っていく必要がある。 

   小学校 Globeで培った英語表現をもとに中学校第１学年でコミュニケーション要素を第２、３学

年ではローカル・グローバル要素を中心に作成し直していく方向で考えている。 

 


